




Folklore Investigation Conducted in Imperial Japan and Colony Korea 
before and after Japan-Korea Annexation
「韓国併合」前後に帝国日本と
植民地朝鮮で実施された民間伝承調査



































































































　　 　朝鮮においては民謡の研究、あるいは整理は如何に行われたのか。その収集においては明治 40 年頃
に朝鮮総督府で各地に依頼して収集した［林和編 1939：264、原文は韓国語、以下の日本語訳は筆者
による］。
　李在郁は、明治 40 年（1907 年）に総督府が民謡調査を行ったと言及しているが、1907 年には総
督府は存在しなかったので、李の証言は実施主体に誤りがある。しかし、実施年度は大きく外れて
いないと思われる。統監府統治期に教育行政を総括した学部は、1908 年に民謡調査を実施している


















　1905 年には帝国日本で、1908、1912、1913 及び 1916 年には朝鮮で実施された「童話伝説俗謡等
調査」（以下、「童話等調査」と略記）に関する先行研究を概括したい。
　文部省が実施した「童話等調査」については和田茂樹と権藤敦子などによって詳細な研究がなさ




















　李市埈 ･ 金広植は、総督府が実施した 1912、1913、1916 年における民間伝承調査の関連性を考
察して、これらの一連の調査が総督府教科書を編纂した学務局編輯課長小田省吾（３）の後援のもとで、
編輯課職員の小倉進平と田中梅吉の主導でなされたことを明らかにした。また、これまで学界に知








































たと思われる（５）。文芸委員会は 1911 年５月に設立され、1911 年７月３日に数年間放置されていた
「童話等調査」を整理することを決めたが、1913 年に文芸委員会が廃止されることで、「童話等調査」





















































































どないという結果に至ったと解釈できる。愛媛県では、11 月 13 日に受領、14 日に起案、15 日付け
で施行した。県内での提出期限は 1906 年１月 10 日までで、１ヶ月余りの相当無理のある指令の下、
１市 12 郡のうち、過半数の７郡市が３月末日までに提出した。３月末に催促状を出し、２郡が４月、
５月に提出し、また催促して 1906 年 12 月 12 日までに全てを揃えて文部省へ発送した［和田茂樹
1962：508-9］。
　文部省の通達では「通俗教育取調上必要」と述べているのみで、その詳細は確認できない。先行
研究では、1928 年の高野の回想を唯一の根拠に芳賀矢一（1867 ～ 1927）の提言で実施されたと言
及している。筆者は当時の新聞記事を調べたが、1905年報告に関する具体的な資料は見当たらなかっ
た。1905 年 10 月 17 日付けの『読売新聞』記事には「文部省にて昨日午後１時より通俗学芸調査委
員会を開き各委員の提出案に就き協議」したという記事がある。10 月 16 日は文部省普通学務局長
沢柳が 11 月 10 日に指令を送る直前に当たり、その関わりが注目される。今後、通俗学芸調査委員
会との関わりを含めた研究が求められる。
　また、1913 年 12 月２日付けの『読売新聞』には「文部省では明治三十八年各府県知事に命じて
童話、伝説、俚諺、民謡等の材料蒐集を命じ、知事は更に之れを郡長に、郡長は之れを各小学校に
命じて古昔に口碑に伝ふる所のものを民間から集め」させたと報じているが、具体的な経緯は言及
















いる点である［東京芸術大学 2003：561；権藤 2010：103］。このことから 1905 年の調査は、芳賀
と上田が中心となり、文部省の国語調査委員会の方言収集の方法によって進められたといえる［権

























　　『共立新報』1908 年７月 22 日１面の「內報」
　　 　●俚諺と童謡を調査  学部次官の日本人の俵遜一が各学校に通牒して韓国風俗上に参考にすることが
あり、各地方に流行する童謡と俚諺を詳細に記録して送るようにさせたという。







































































大坂金太郎（1877 ～ 1974）、近藤時司（1890 ～？）、田島泰秀（1893 ～？）などである［金広植






























報告者および件名 報告時期 報告資料 表記、備考
麗水郡「俚謡小説ノ件」 4 月 9 日 俚謡、小説、通俗的読物 日本語
谷城郡 なし 俚謡、小説、通俗的読物 混合




木浦府「俚謡小説ノ件」 5 月 1 日 俚謡、謎、俚諺、小説、通俗的読物 ハングル併記
羅州郡 6 月 8 日 俚謡、謎、俚諺、小説、通俗的読物 ハングル
光陽郡 なし 俚謡、小説、通俗的読物 日本語
海南郡「俚謡小説ノ件」 4 月 30 日 俚謡、俚諺、小説、読物 混合
咸平郡 なし 歌謡、小説 日本語
大静郡「俚謡小説ノ件」 4 月 30 日 俚謡、小説、通俗的読物 ハングル
旋義郡 なし 俚謡、謎、俚諺、小説、通俗的読物 ハングル併記
同福郡「俚謡小説ノ件」 4 月 30 日 俚謡、謎、俚諺、小説、通俗的読物 ハングル
南平郡 なし 俚謡、小説、通俗的読物 混合
綾州郡 なし 俚謡、俚諺、謎、小説、通俗的読物 漢文、ハングル
寶城郡 なし 俚謡、俚諺、小説、通俗的読物 混合
潭陽郡 なし 俚謡、謎、俚諺、小説、通俗的読物 混合
智島郡「俚謡俚諺ノ件」 4 月 17 日 俚謡、俚諺 日本語
珍島郡「俚謡小説의件」 4 月 16 日 小説のみ ハングル
長興郡「俚謡小説ノ件」 4 月 18 日 俚謡、謎、俚諺、小説、通俗的読物 ハングル
興陽郡「俚謡小説ノ件」 4 月 20 日 俚謡、謎、俚諺、小説、通俗的読物 ハングル
順天郡「俚謡小説謎ノ件」 4 月 26 日 俚謡、謎、俚諺、小説 日本語
求礼郡「俚謡小説回答ノ件」 4 月 26 日 俚謡、謎、俚諺、小説、通俗的読物 ハングル併記
光州郡 なし 俚謡、俚諺、謎、小説 ハングル併記
霊光郡「俚謡小説ノ件」 5 月 30 日 俚謡、小説、通俗的読物 日本語
莞島郡か なし 俚謡 日本語
康津郡 なし 俚謡、謎、俚諺、小説 混合





　表１のように、『全羅南道ノ分』には当時の全羅南道１府 28 郡の中で、昌平郡・長城郡を除く 27
府郡からの報告がまとまっている。報告された府郡の報告の中の半分以上に公文が付いており日付












　以下では、1912 年報告書と小倉との関わりを中心に検討したい。小倉は 1913 年２月から４月ま
で大日本歌道奨励会で刊行した『わか竹』（6 - 2 ～ 4）に「済州嶋の俚謡と伝説」を３回にわたり連
載している。俚謡と伝説を同時に取り扱っている本論文は、1912 および 1913 年の調査が密接に関
わりを持って展開されたことを示唆すると共に、その調査の担当者が小倉であることを物語ってい
る。小倉は冒頭で次のように述べている。




























一 ．イヨオート、ハラ イヨオート、ハラ 亭々タル彼海ノ海
松ハ太陽耀ケトモ露ハ乾カズ　 イヨオー―――ト




一 ．イヨオート、ハラ イヨオート、ハラ 我レノ信用ハ幾チ
ゾ六月舂キイ我レ一人ナリ　イヨオー―――ト
一 ．イヨオート、ハラ イヨオート、ハラ 絹布ノ様ナ海ニ糸
ノ様ナ風吹ケ我ガ父母ノ船ヲ浮ベテ来ル様ニ　イヨオー―
――ト
一 ．イヨオート、ハラ イヨオート、ハラ 七山海（9）ノ『グチ』
ト東萊蔚山ノ葉広キ若布トヲ甘キ醤油ニテ能ク煮病ミシ父
母ヲ養ハン　イヨオー―――ト
一 ．イヨオート、ハラ イヨオート、ハラ 人ノ妾ト松吹ク風
ハ声（10）ハヨケレド用ガナイ　イヨオー―――ト
一 ．イヨオート、ハラ イヨオート、ハラ 初生ノ月ハ三日月
ナレトモ八萬国ヲ遍ク照ラス　イヨオー―――ト
一 ．イヨオート、ハラ イヨオート、ハラ 石上ニ掘リテ玉鏡
ニ植エシ木ハ生長スルモ植エシ人ハ知ルニ由ナシ　イヨオ
ー―――ト
一 ．イヨオート、ハラ イヨオート、ハラ 鶏鳴ケバ夜明クレ
ド我レ泣クモ明クル夜ナシ　イヨオー―――ト
一 ．イヨオートハラ イヨオート、ハラ 山ニ果物ハ色々アレ
トモ五味子（11）ニ優ルモナシ　イヨオー―――ト
一 ．イヨオートハラ イヨオートハラ 麻織ノ単上着、襟サヘ
丈夫ナラバ芋布ノ単上着ハナクテモ宜シ　イヨオー―――ト





























































と思われる。つまり、1912 年と 1913 年に実施された民謡・童話伝説調査は、朝鮮民族の起源と歴
史を理解するために実施したといえる。また、その内容が何等かの形で学務局が編纂した総督府編
纂教科書に反映されたということで、その関わりについての検証が求められる。











































　学務局は 1912 年及び 1913 年の調査後、1916 年には田中梅吉の主導で「朝鮮童話・民謡・俚諺・
謎調査」を実施した。田中は 1916 年末に学務局に着任し、各道及び普通学校に依頼して民間伝承
報告を要請し、1913 年報告書も活用した［金広植 2013b］。田中は 1917 年５月から『朝鮮教育研究














当初計画 1905.11.10-1906 年初めか 1908.6-9.15 1912.1-? 1913.4-?







































45 府県中、1 府 30 県















































　学務局は 1912、1913、1916 年の調査を経て、1919 年以降にそれを整理して 4 冊の単行本を刊行
した。これらの資料は「教科用図書一般参考書」として、教科書の参考教材として位置付けられ、
配布されたことにも留意しなければならない［朝鮮総督府学務局 1926：163］。




　　③ 田中梅吉『朝鮮民俗資料第二編 朝鮮童話集』（朝鮮総督府発行、1924 年９月、大阪屋号書店発売）
　　④『朝鮮民俗資料第三編 朝鮮俚諺集』（朝鮮総督府発行、1926 年５月、大阪屋号書店発売）
― 116 ―








イツ、米国を留学して 1926 年４月に帰国しており、田中も 1921 年５月にドイツ留学に出て、1924
年６月に京城帝国大学教授に任命されて帰ってきた。







　1924 年 10 月に小田課長が京城帝国大学に赴任し、その後任として岩佐重一（1874 ～ ?）が配属
されたので、市山が岩佐に会ったのは 1925 年或いは 1926 年のある時期と思われる。一方、『朝鮮










を緊急に修正して 1911 年初頭に『訂正普通学校学徒用 国語読本』（全８巻）をはじめ、朝鮮語読本
（全８巻）、漢文読本（全４巻）、修身書（全４巻）などを編纂し朝鮮人児童に配布した。総督府は第
１期教科書の編纂に取り掛かるが、そこで最も重要視されたのは国語教科書である。訂正本の配布






























































1 期『国語読本』8 巻、 
1912-15











2 29 ～ 31 モモタロウ 30 三ツノタカラ
16 俚諺
24 ～ 25 瘤付き老人
53 俚諺
 7 俚諺
16 ～ 17 瘤取の話
巻







48 ～ 49 興夫伝
 6 率居
17 朴赫居世















































7  6 李坦之 19 俚諺
編纂しない 編纂しない
巻
8 3  天日槍 14 日の神と月の神 6 俚諺
　　下線は朝鮮民間伝承である。日本の『竹取物語』、『源氏物語』、『平家物語』などの物語と歴史物語、史話は省いた
おわりに














（３ ）小田省吾（1871 ～ 1953）は、1908 年に渡韓し 1910 年 10 月から 1924 年 10 月にかけて 14 年間課長を歴任し、
朝鮮における教科書編纂を主導した［小田 1934：１-10］。
（４ ）1915 年４月 10 日付けの読売新聞広告には『俚謡集』第五版発行となっており、広く読まれた。『俚謡集拾遺』
も 1915 年４月に刊行されて翌月に第二版が発行された。



















　2012「 1910 年代朝鮮総督府学務局編輯課が実施した朝鮮民間伝承調査の考察」『日本文化研究』第 44 輯：523-
544、東アジア日本学会。 
李市埈 ･ 張庚男 ･ 金広植編



























　1913a「済州嶋の俚謡と伝説」上、『わか竹』6 巻 1 号：28-31、大日本歌道奨励会。
　1913b「済州嶋の俚謡と伝説」中、『わか竹』6 巻 2 号：13-18、大日本歌道奨励会。


















　2012c「 朝鮮総督府編纂日本語教科書『国語読本』における朝鮮説話収録過程の考察」『淵民学志』第 18 輯：83-
120、淵民学会（韓国語）。











































































『郷土研究』1 巻 10 号、1913 年 12 月、郷土研究社
『共立新報』1908 年 7 月 22 日（韓国語文）
『皇城新聞』1908 年 6 月 18 日（韓国語文）
『大韓毎日申報』1908 年 6 月 18 日（韓国語文）
『東京朝日新聞』1911 年 12 月 18 日
『読売新聞』1905 年 10 月 17 日 /1911 年 7 月 5 日 /1913 年 12 月 2 日など
